
４．学術会議シンポジウム開催報告 

 日本学術会議数学委員会共催，文部科学省

科学技術政策研究所後援により，本会は，５

月１７日午後，日本学術会議講堂において

「礎（いしずえ）の学問：数学」と題するシ

ンポジウムを開催致しました．各界から１７

０名を越える参加者が集まり，我が国におけ

る数学研究の現状と今後の期待について，

様々な角度から議論が展開されましたこと

を報告申し上げます．シンポジウムの概要に

つきましては，本誌の中村周氏・小杉聡史氏

の記事（49 ページ）をご参照下さい．また

関連して，科学技術政策研究所からシンポジ

ウム開催当日発表されました「忘れられた科

学‐数学」と題する報告書，および，シンポ

ジウム参加者により採択された提言が， 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/msj6/gakujutsu 

/sympo20060517-rev.html 
からダウンロードできます．合わせてご参照

下さい． 
 なお，主要国の数学研究を取り巻く状況及

び我が国の科学における数学の必要性を記

した「忘れられた科学‐数学」の発表を受け

まして，現在理事会が中心になり本会として

の提言を準備中です．完成次第ホームページ

等で広報致します． 
（理事長記） 

 


